
【牧⾕(上野地区)】
〇現状
地区内にて担い⼿による⼀部作業受委託
による⽔稲が実施されている。地区の東
部に⾮農地化が進む⼀段の遊休農地があ
る（1.5ha）。
●課題
⼀段の遊休農地について、⾮農地となら
ないように地権者の意向を確認し、担い
⼿による耕作を開始する必要がある。

【洲原(上河和地区)】
〇現状
地区内に担い⼿はおらず、多くの農地が
地権者により保全管理されている。⼭林
が近いため、有害⿃獣被害が発⽣してお
り、営農の妨げとなっている。
●課題
担い⼿による耕作を実施するために、地
権者の意向を確認するとともに有害⿃獣
対策を実施する必要がある。

美濃市 牧⾕（上野地区）・洲原（上河和地区）

①取組開始前の状況や課題

【牧⾕(上野地区)】
協議の場を活⽤した意向把握
○地域計画の協議の場を活⽤し、遊休農地の地権者14⼈の意向を把握した
遊休農地解消緊急対策事業を活⽤して1.5ha解消
○遊休農地解消緊急対策事業を活⽤し、(有)ノウカノミカタを新たな担い⼿として
位置付け1.5haの遊休農地を解消した。
委員による意向把握と農地調整
○協議の場を⽋席した地権者等の意向を確認するため地区の農業委員が中⼼となり、
地域住⺠にヒアリングなどを実施したことで円滑な事業実施を実現した。

【洲原(上河和地区)】
協議の場での取り組み⽅針の決定
〇地域計画の協議の場を活⽤し、農地の活⽤について話し合った結果、有害⿃獣
対策に地域として取り組むことになった。
農地中間管理事業を活⽤した農地集積
○(有)ノウカノミカタが新たな担い⼿として地区で営農をすることになり、農地中
間管理事業を活⽤して0.8haを集積した。
景観保全を視野に⼊れた有害⿃獣害対策
○地区で景観保全に取り組んでいたこともあり、景観保全も視野に⼊れて、有害
⿃獣被害対策を実施した。景観を維持するために河川側には猿対策（電気ネット）
⼭林側には猿・⿅・猪対策（電気防護柵）を設置した。

②取組内容

協議の場を活⽤した遊休農地解消・有害⿃獣害対策

【地域の概要】
「牧⾕(上野地区)」「洲原(上河和地区)」は、美濃市の北部（⼭間部）に位置しており、農業者の⾼齢化が進み、遊休農地の更な
る増加が懸念される。また、猿・⿅・猪などの有害⿃獣被害も多く発⽣してきている。持続的に農地の利⽤を図りながら地域の活
性化を進めるためには、担い⼿を確保・育成しつつ、地域住⺠などを交え地域全体で農地を利⽤していく仕組みの構築が喫緊の課
題となっている地区である。
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上河和地区 河川側に猿対策（電気ネット）
⼭林側に猿・⿅・猪対策（電気防護柵）

【牧⾕(上野地区)】
○遊休農地のみならず、農道・畦畔などの保全管理も必要となってくる
ため、担い⼿と地区住⺠での協議を継続し、地区全体の保全管理を実現
していく。
〇農業者の⾼齢化により今後発⽣する可能性のある遊休農地について、
担い⼿である(有)ノウカノミカタと相談しながら、マッチングを⾏い
集積・集約化を進めていく。

【洲原(上河和地区)】
〇担い⼿と地区が連携し、地区住⺠も巻き込みながら、⼀体となって
保全活動を⾏い、景観を⼤切にしながら、営農を継続していく。
〇景観が良い地区であるため、景観を活かして今後は収穫体験（観光農
園）なども検討していく。

③今後の展開と⽅向性

解消前

解消後

上野地区
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